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「DX重点取組み事項」の進捗状況（令和4年12月アップデート）

（令和4年度 第2回瀬⼾市ICT活用・DX推進協議会 書面開催）

令和5年1月12日
瀬⼾市 経営戦略部 情報政策課
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【マイナポータルぴったりサービスの⼿続きの流れ】

・マイナンバーカードで市役所のいろいろな⼿続きをネットで⾏える「マイナポータルぴったり
サービス」の⼿続き種類を増やし、それらを庁内のシステムと接続して市⺠の皆様にとって
より便利にしてまいります。

市役所

現在︓印刷した申請書類を
市役所に持参し提出

今後︓
データ
連携

12月迄の
状況

・データ連携により通知書等を発⾏できる
システム機能の新設・改修に着⼿いた
しました。

現在

出⼒した通知書類を送付

【機能の新設・改修対応の内容】

ぴったりサービス
連携サーバー



・申請や調査の回答を受ける運営側は、ネット画面で申請／回答する「⼊⼒様式」
などの準備が必要となります。この作成方法を庁内の必要部署に⼿引書を用いて
説明し活用の拡大を図っています。

【保育園⾒学申し込み申請の作成に向けた学習会】（9月開催）

受付受付

【デジタル祭りの来場者体調チェック】（11/13）

来場者

【税務課による家屋調査依頼】（6月〜）

・各保育園の⾒学申込みに関する
電子申請が構築され現在運用中です。

現在

12月迄の
状況
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【あいち電子申請・届出システム】

・本庁1Fの市⺠課前にもコンビニと同じ
マルチコピー機を設置し、10月より証明書
の取得が可能となっています。
これにより、対象の証明書に限られますが、
市役所にご来訪いただいても、当機の
ご利用いただくことで、証明書のお受け取り
の待ち時間が短くなります。

※8月末
迄の実績

↓

・マイナンバーカードによる
コンビニでの証明書取得は
瀬⼾市では平成27年
（2015）からはじまり
ました。
昨年度の証明書類の
追加も含めて発⾏数の
推移は右のように年々
増加しています。
さらなる利用拡大に向け
PRなどを推進します。

【マイナンバーカードによるコンビニの証明書取得数】

・なお、本市のマイナンバーカード交付枚数の
累計は、12/18時点で67,955枚、
対⼈⼝交付率は52.8%となっています。12月迄の

状況

12月迄の
状況

現在

令和4

・コンビニでの証明書取得数は
引き続き伸⻑し、この時点で
昨年度（R3）実績を超え
ました。

・運用開始以降、月平均90
通程度の証明書が当機で
発⾏され、窓⼝の混雑緩和
に多少寄与しています。
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【マルチコピー機 証明書発⾏実績】

【12月迄の実績】



10月 11月 12月 総計
2

7 6 5 53
2 1 5

21 30 19 152
11 24 13 110
18 25 13 121
23 28 25 164

1
52 39 49 294
14 27 19 126

1 1
148 181 143 1029

・現在、市の体育館や文化センター
などの施設の利用料⾦の⽀払いは、
キャッシュレスに対応していないため、
利用前に窓⼝にて現⾦で⽀払います。
施設予約システムに将来、
キャッシュレス支払いを適用する
ことを検討します。（県のＷＧに参画）
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・これまでの証明書発⾏で⽀払われたをキャッシュレスを方法別に件数で⾒ると、
以下の推移で、取扱いも徐々に増加傾向となっています。

【市⺠課窓⼝ キャッシュレス方法（ブランド）別の取扱い件数】
クレジットカード・電子マネー 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 総計
[ApplePay]QUICPay 1 1 2
American Express 3 4 2 8 2 11 5 35
Diners Club 2 2
iD 6 7 7 7 10 20 25 82
JCB 8 1 9 7 7 14 16 62
Mastercard(R) 11 7 1 13 7 10 16 65
QUICPay 6 5 10 18 13 20 16 88
UnionPay(銀聯) 1 1
Visa 19 19 25 21 16 25 29 154
交通系電子マネー 5 6 5 10 13 10 17 66
総計 58 50 59 84 68 114 124 557

QR/バーコード 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 総計
au PAY 3 5 8 9 10 29 23 87
d払い 7 5 17 12 20 25 25 111
PayPay 41 39 35 48 56 77 94 390
WeChat Pay 1 1 2
メルペイ 2 2 4 8 16
総計 51 49 62 72 87 135 150 606

※施設予約では窓⼝に来てキャッシュレスで⽀払うことを「オフライン決済」、
予約時に決済システムとつながりキャッシュレスで即時に支払うことを
「オンライン決済」と呼び、右図は後者について導入を検討する
ことを示しています。

12月迄の
状況

・キャッシュレス決済数合計は11月まで増加傾向
となっています。（市⺠課。12月は稼働日が少ないため横ばい）

12月迄の
状況

[ApplePay]のiD→
払い（11月に発生）

【クレジットカード・電子マネー】 【QR/バーコード】

・令和5年度は共同利用型施設予約シス
テムの次期バージョンの導⼊（令和9年
1月を予定）に向けた、オンライン決済
機能をはじめとする仕様検討に参画し、
１月開催の検討会議で議論いたします。

現在

10月 11月 12月 総計
30 31 26 174
30 26 29 196

157 146 136 829
1 3

7 7 9 39
224 211 200 1241

【庁内各課が回答情報をセット・更新するためのしくみ】

・毎月のチャットボットの実績を確認し回答内容の修正や追加で応答精度の向上を図っています。
【チャットボット応答数の推移 R4年度は月平均約2,100件で推移】

R4応答数（ご参考）
４月︓3,202
５月︓2,098
６月︓2,048
７月︓1,659
８月︓1,825
９月︓1,925
計︓12,757

・ 「せとまちナビ」は現在、市役所が保有するコンピューター（サーバーとも呼びます）上で
動作し利用者に情報をご提供しています。このサーバーが⽼朽化し来年度に更新が

必要なため、次の運用の形としてクラウド（インターネット経由でサーバー
をレンタル）にシステムを移⾏すること等を検討しています。

移⾏︖
クラウド

11月迄の
状況

12月迄の
状況

現在

・「せとまちナビ」と
類似機能を有する
他システム（クラ
ウド前提）の調査
を⾏うなど、移⾏
ターゲット選定に
向けた検討を進め
ています。 6

【例︓せとまちナビの他システム⽐較検討】

・本市の問合せ数は県内市町の
中でも多いほうでした（上図）。

・回答充実化を継続推進中です。

R4応答数（11月迄）
10月︓ 2,143
11月︓ 1,957

計︓16,857

【R4年度上半期 各市町村のAICB応答実績】

瀬⼾市
↓



日程 会場 参加人数 日程 会場 参加人数 日程 会場 参加人数
21日 32
22日 15

8月 7日 オンライン 24
4日 モーキャプスタジオ 21
25日 オンライン 12

10月
11月 6日 オンライン 11
12月 4日 オンライン 9

計 89 89 47

Seto CG Kid's Program Seto CG Kid's Advance 教職員向けプログラミング研修

9月

7月 31日 DRPC 89 31日 DRPC 12 效範小学校

・前年同様、「Seto CG Kid’sプログラムと同アドバンス」や教職員向け
プログラミング研修を開催しています（年間を通じて複数回開催）。

【7/31 Seto CG Kid’sプログラム】

・オープンデータとは国、地方公共団体及び事業者が保有する官⺠のデータのうち、誰もがインター
ネット等を通じて容易入⼿・加⼯・編集・再配布等ができるように公開されたデータのことです。
オープンデータは「推奨データセット」として、政府が推奨するデータ種及び作成上準拠すべきルールや
フォーマット等が最近定めらました。そこで本市が先⾏して市のHPで提供していたオープンデータ

（18種）も、それに推奨フォーマットに適合するようにしています。

【デジタル庁運営のオープン
データの情報ポータルサイト
︓瀬⼾市の情報】

・「推奨データセット」は、10月11日に国より「標準
データセット」として定まる方針が発表されました。

（今後、標準データセットに準拠する方向となります。）

12月迄の
状況

12月迄の
状況

現在

現在

・各イベントをこれまで以下の日程で開催しました。
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【開催実績】

・・・デジタル庁HPに掲載の試験公開版

・「瀬⼾まちの課題解決応援補助⾦」 （まちづくり協働課事業）を活用して高齢者のデジタル
デバイド対策を市⺠団体・NPO・⺠間事業者*殿のご協⼒のもと推進中です。

【なごやスマホクラブの開催案内】

*グリーンシティケーブルテレビ

・「メタバース」とはインターネット上
の3次元の仮想世界です。
この中に市内の一部を「バーチャル
瀬⼾」として構築し、にぎわいを
創出して観光・商業振興と
人材育成を図ります。

11/13デジタル祭りでお披露目（以下イベント）
→ボディシェアリングデモ、著名vtuber参加、

バーチャル瀬⼾内ガイドツアーへ⾃宅で参加 8

・11月13日にバーチャル瀬⼾をオープン
しました。（次頁の関連事項をご覧ください）

12月迄の
状況

12月迄の
状況

・スマホの操作や
活用を中心と
した講座を
各団体により
精⼒的に
開催いただき
ました。

現在

【開催実績（講座実施数）】

スマホ講座 スマホコーチに
なろう︕講座

スマートフォン
活用講座

名古屋スマホ倶楽部 NPO法⼈デジタル
サポーターズネット

グリーンシティ
ケーブルテレビ

7月 3
8月 3
9月 1

10月 3 2
11月 4
12月 3

計 12 1 6
*参加者数は各団体からの年度末報告を以って集約予定です。
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Webサイト記事 https://www.chunichi.co.jp/article/584326

・「バーチャル瀬⼾」は公開後、新聞（下記）やラジオ*などのメディアでご紹介いただきました。
*ラジオ番組「FM AICHI MORNING BREEZE」（1/16 10:15放送）

左記のバーチャル瀬⼾
のHPを開くQRコード
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【多人数向け配信】

・大⼈数向け配信機能（Webinar）の導⼊を検討します。・話者追尾ビデオカメラと、高性能
マイク＆
スピーカーを導⼊
し運用開始
しました。

【議会ペーパーレス推進】

・庁外施設にもWi-Fi設備を敷設しました。 接続端末の配布の準備中です。
・本庁内のWi-Fi接続端末（タブレット側PC）を配布しました（計100台）。

この端末の議会資料閲覧システムにより、対応する職員
もペーパレス化を推進しています。

Wi-Fi端末
(Surface)
×100台

（→完了:全26拠点）

12月迄の
状況

12月迄の
状況

・これまで延べ4課で左記機器を本格
利用しました。また、今後のさらなる
活用に向けて設営マニュアルを整備
しました。

現在

・Wi-Fi端末（Surface）を庁外施設にも
配布しました（計30台）。

・議会資料閲覧システム（moreNOTE）は、
理事者向けの30ライセンスに対して、さらに
30ライセンスを追加配備して利用の促進を
図っています。

【議会資料閲覧システムのマニュアル】

【設営マニュアル】



【紙ベースの回覧・決裁(下)をシステム化(上)】
Before

After

端末配布グループ 端末管理No 利用した部署
TW21001 政策推進課 24.00 2%

⾏政課 15.50 1%
シティプロモーション課 22.75 2%

62.25 4%
TW21002 ⾏政課 15.50 1%

15.50 1%
TW21003 ⾏政課 18.50 1%

人事課 20.50 1%
39.00 3%

TW21004 人事課 259.00 18%
⾏政課 15.50 1%

274.50 19%
TW21005 ⾏政課 15.50 1%

産業政策課 35.00 2%
50.50 3%

TW21006 ⾏政課 15.50 1%
15.50 1%

TW21007 ⾏政課 15.50 1%
15.50 1%

TW21008 ⾏政課 15.50 1%
環境課 12.00 1%
こども未来課 56.75 4%

84.25 6%
TW21009 市⺠課 449.00 31%

449.00 31%
TW21010 0.00 0%

※修理（5/11 〜31 ） 0.00 0%
TW21011 ワクチン本部 1344.00 92%

1344.00 92%

4月 5月

2.22

0.04

0.04

0.14

1.34

0.10

1.02

0.35

0.25

2.01

1.26

通信量GB
利用率

（占有時間／全期
間の時間）28 29 30 31

占有時間
（予約時間）2 3 24 25 26 2719 2 0 2 1 2 213 14 15 16 1710 11 123 4 5 6 7 18221 22 23 23 25 8 927 28

健康福祉部

6 7 8

⾏政管理部・危機管
理課・会計課・議事
課・⾏政委員会事務
局

経営戦略部・まちづくり
協働課・シティプロモー
ション課

地域振興部

1 2 3 4 5

市⺠生活部

9 10 16 17 1 8 1 9 2 011 12 13 14 15 26 29 30 1

順
位
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11

12

13

14

15

・配備したテレワーク端末
の過不⾜の確認のため、
20台の4〜5月の利用
状況を⾒ると平均で約
14%の予約率*でした。

【各テレワーク専用端末の予約時間（色帯）】

*全20台の予約時間(h)合計︓4,058h
24h×61日(2ヵ月)×20台︓29,280h

・「文書管理システム」は
各課内の従来の紙
による回覧や決裁を
電子化する（＝パソ
コン画面で⾏う）しくみ
です。
左記ファイリングシステム
の展開と共にＲ４年度中
に全庁で本格運用します。
（各課が移⾏中）

12月迄の
状況

12月迄の
状況

・各課がチューブファイルやフラット
ファイルで保有する実文書（紙）の
ファイリングシステムへの移⾏を進め
ました。

・テレワーク端末の利用状況は4月〜12月の
期間で約19％の予約率（占有率）
でした。

全20台の下記期間中の予約時間の総計 ＝ 25,463h
24h × 8ヵ月（4/1-12/31）× 20台 ＝ 132,000h

現在

【ファイリングシステムへの移⾏例（情報政策課）】
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Before After

＝ 19.３％

【テレワーク端末予約状況】

活用（RPAによる業
務システム画面への
⾃動⼊⼒など）

・操作学習会を開催します。RPA*を業務へ適用する知識の習得
及び実際の業務構築には相応の熟練が必要となります。

*RPA・・・Robotic Process Automation
（⼈間のPC作業をロボットのように⾃動化すること

又はそれを実現するソフトウエアツール）
【RPA操作学習会】

・書類スキャナー導⼊し、対象業務へのOCR適用の準備をしました。
適用対象業務の流れを洗い出してRPA連携で入⼒⾃動化を
図る等の要件定義・運用再設計が今後の課題となります。

【専用スキャナーによる書類の読取り・データ化】

データ化
（CSV）
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12月迄の
状況

12月迄の
状況

現在

・情報政策課、⼈事課、高齢者福祉課、学校教育課、
消防課、水道課の職員延べ10名にRPAの⽀援セミナー
及び研修会を開催し、対応要員の拡大に努めました。

（今後は、1月に開催の各課DX
推進員との座談会でRPA活用に
向けた意⾒／情報交換を予定）

RPA

・複数課に対してOCR活用に関する
説明会を実施、各課が活用を検討中
です。

（今後は、1月に開催の各課DX
推進員との座談会でOCR活用に
向けた意⾒／情報交換を予定）



・対象部署のワーキンググループによる準備（現・新差異分析）が
今後必要であり、対応してまいります。

【対象事務のシステム（⾚枠）について現⾏と移⾏後の新システムの差異分析を実施】
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WG原課（各システムを運用）
市⺠⽣活部税務課
市⺠⽣活部市⺠課
健康福祉部社会福祉課
健康福祉部高齢者福祉課
健康福祉部こども未来課
健康福祉部保育課
健康福祉部健康課
健康福祉部国保年⾦課
教育部学校教育課
経営戦略部情報政策課

ワーキンググループ
（各課標準化の推進担当者）

事務局︓
情報政策課

システムの標準化・共通化
検討委員会

IT推進本部

・標準化・共通化に向けてWG（ワーキンググループ）を
構成し、以下の体制案で推進予定です。

電算処理調整会議
（住⺠情報）

電算処理調整会議
（内部情報）

報告

報告

指示

指示

調整

報告

【推進体制（案）】

12月迄の
状況

現在
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本図は、
「瀬⼾市ICT戦略推進プラン
・官⺠データ活用推進計画」
の主要施策に、「バーチャル
瀬⼾」の展望も加えて、
市のデジタル・トランスフォーメ
ーション実現の形／目指す姿
を絵としてあらわしたものです。
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ありがとうございました


